
 

令和２年４月、本県における気候変動の影響や適応に関する情報拠点として、地域

気候変動適応センター（事務局：石川県温暖化・里山対策室）を設置しました。 

今後、気候変動の影響や適応に関する情報を発信していきます。 

 

石川県の気候はこれからどうなる？ 

 金沢地方気象台では、地球温暖化が最も進行する場合の気温と降水の予測（21 

世紀末）をまとめています。ここでは、その一部をご紹介します。 

①平均気温 

石川県の平均気温は、これまでの 100 年で約 1.6℃上昇しています。今後の

100 年で約 4℃上昇し、現在の鹿児島市と同程度になると予測されています。 

②滝のように降る雨（1 時間降水量 50mm 以上の雨） 

  石川県で降る大雨は増加し、災害発生リスクが増大すると予測されています。 

 

このほか、猛暑日の将来変化等について掲載されています。詳しくはこちらをご覧ください。 

「石川県の 21 世紀末の気候」 https://www.jma-net.go.jp/tokyo/sub_index/kikouhenka/leaflet2018/leaflet2018.html 
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